
山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培

真
木
奈
美

はは
じじ
めめ
にに

本
稿
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
地
域
の
課
題
や
社
会
的
要

請
の
解
決
手
段
と
し
て
薬
草
栽
培
が
い
か
な
る
意
義
を
持
ち
得
た

の
か
、
山
口
県
を
事
例
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
現
代
の
日
本
で
薬
草
栽
培
が
奨
励
さ
れ
た
時
期
と
し
て
、
輸

入
薬
の
途
絶
し
た
第
一
次
大
戦
・
第
二
次
大
戦
中
に
加
え
、
お
お

む
ね
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
戦
後
期
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
期
は
、

厚
生
省
に
よ
る
「
薬
用
資
源
を
開
発
し
優
良
生
薬
の
生
産
を
助
長

す
る
た
め
、
栽
培
採
集
に
関
す
る
指
導
対
策
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
の
方
針
が
示
す
よ
う
に
、
医
薬
品
原
料
薬
草
の
国
産
化

(

1)

が
図
ら
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
寄
生
虫
を
駆
除
す
る
駆
虫
薬
の
原

料
薬
草
は
、
寄
生
虫
症
の
急
速
な
蔓
延
を
う
け
て
増
産
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
た
。

様
々
な
寄
生
虫
症
対
策
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
戦
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
の
寄
生
虫
学
や
病
理
学
な
ど
医
学
的
研
究
の
成

果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
近
年
で
は
、
医
療
社
会
史
の

(

2)

視
点
か
ら
の
研
究
が
進
展
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
井
上
弘
樹
は
、

(

3)

寄
生
虫
症
の
流
行
や
対
策
が
、
地
域
の
自
然
・
政
治
・
経
済
・
社

会
・
文
化
・
医
療
資
源
に
規
定
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。

(

4)

こ
う
し
た
視
点
や
成
果
に
依
拠
し
た
上
で
、
今
後
、
地
域
に
即

し
た
更
な
る
事
例
の
蓄
積
を
図
る
際
に
は
、
寄
生
虫
症
の
流
行
や

対
策
が
地
域
の
課
題
と
ど
の
よ
う
に
接
合
し
た
の
か
、
と
い
う
問

題
を
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
換
金
性
が
高
い
作
物
で
あ
る
薬
草
の
栽
培
は
、
一
九
五

〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
①
副
業
に
よ
る
農
家
収
入
向
上
、
②
寄

生
虫
症
対
策
、
と
い
っ
た
二
つ
の
要
請
の
中
で
取
り
組
ま
れ
た
。

翻
っ
て
山
口
県
に
お
け
る
薬
草
栽
培
に
目
を
向
け
る
と
、
除
虫
菊

や
薄
荷
と
い
っ
た
薬
草
が
戦
前
か
ら
引
き
続
き
栽
培
さ
れ
た
一
方

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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で
、
戦
後
に
な
り
初
め
て
栽
培
さ
れ
た
の
が
駆
虫
薬
の
原
料
薬
草

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
薬
草
は
、
開
拓
政
策
の
一
環
と
し
て
、
山

口
県
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
・
推
奨
の
も
と
で
栽
培
が
行
わ
れ

た
。そ

こ
で
以
下
で
は
、
上
記
の
諸
状
況
に
規
定
さ
れ
つ
つ
一
九
五

〇
年
代
の
山
口
県
で
展
開
さ
れ
た
薬
草
栽
培
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

一一

第第
二二
次次
大大
戦戦
後後
にに
おお
けけ
るる
寄寄
生生
虫虫
症症
のの
蔓蔓
延延
状状
況況
とと
背背

景景

寄
生
虫
が
原
因
で
人
体
に
生
じ
る
様
々
な
疾
患
が
寄
生
虫
症
で

あ
る
。
前
近
代
よ
り
人
体
に
身
近
で
あ
っ
た
寄
生
虫
と
し
て
は
、

回
虫
・
鞭
虫
・
鉤
虫
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
回
虫
・
鞭
虫
は
、
虫

卵
を
含
む
感
染
者
の
糞
便
を
農
業
肥
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
伝
播
す
る
場
合
が
多
い
。
鉤
虫
の
卵
は
土
壌
中
で
孵
化
し
、

感
染
幼
虫
と
し
て
経
皮
・
経
口
で
人
体
に
侵
入
す
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
内
務
省
が
設
置
し
た
保
健
衛
生
調

査
会
に
よ
る
農
村
保
健
衛
生
実
地
調
査(

大
正
七
～
昭
和
三
年)

で

は
、
調
査
農
村
に
お
け
る
住
民
の
約
七
割
が
寄
生
虫
卵
を
保
有
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
初
の
調
査
地
で
あ
る
静
岡
県
周

智
郡
宇
刈
村
（
現
静
岡
県
袋
井
市
）

で
は
、
住
民
の
九
割
が
鉤
虫
卵

を
保
有
し
て
い
た
。
鉤
虫
症
は
回
虫
症
と
比
べ
重
篤
な
症
状
を
も

た
ら
し
、
地
域
住
民
の
死
亡
率
が
特
異
に
高
い
地
域
で
鉤
虫
症
の

蔓
延
が
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

(

5)

こ
の
調
査
報
告
を
う
け
て
制
定
さ
れ
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

の
寄
生
虫
予
防
法
に
基
づ
き
、
学
校
・
軍
隊
・
職
場
な
ど
に
お
け

る
定
期
的
な
検
査
や
服
薬
な
ど
公
費
に
よ
る
対
策
が
実
施
さ
れ
た

結
果
、
寄
生
虫
保
卵
率
は
昭
和
初
期
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
再
び
増
加
し
、
昭
和
二
十
四
年
時
点

の
全
国
の
寄
生
虫
保
卵
率
は
七
三
％
、
回
虫
の
保
卵
率
は
六
二
・

九
％
に
達
し
て
い
た
（
表
１
）
。

山
口
県
で
も
同
様
の
状
況
が
み
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
三
年
時
点

の
保
卵
率
は
市
部
が
六
四
・
一
六
％
、
郡
部
が
六
五
・
一
二
％
で

あ
り
、
市
部
と
郡
部
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
寄
生
虫
の

感
染
は
県
内
で
地
域
的
な
偏
差
な
く
拡
が
っ
て
い
た
（
表
２
）
。

蔓
延
の
背
景
に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
山
口

県
寄
生
虫
予
防
対
策
委
員
会
の｢

創
立
趣
意
書｣

で
は
、｢

虫
卵
を

有
す
る
未
熟
な
糞
便
を
直
接
肥
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
、
野
菜
や

寄
生
虫
の
中
間
宿
主
で
あ
る
魚
介
類
を
生
食
又
は
不
完
全
な
調
理

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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の
も
と
に
食
す
る
こ
と
、
並

び
に
一
般
に
衛
生
思
想
が
不

足
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

事
実
か
ら
考
え
ま
し
て
も
我

が
国
農
村
の
生
活
態
度
は
寄

生
虫
蔓
延
に
好
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
の
み
な
ら
ず
、
近

時
都
会
に
お
い
て
も
家
庭
菜

園
に
よ
る
蔬
菜
の
補
充
自
足

や
疎
開
生
活
に
よ
っ
て
寄
生

虫
の
感
染
を
多
く
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す｣

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
虫
卵
の
死
滅
を
待

(

6)

た
ず
糞
便
を
短
期
間
の
う
ち

に
肥
料
と
し
て
使
用
す
る
農

業
習
慣
や
、
食
習
慣
、
衛
生

観
念
の
欠
如
な
ど
、
大
正
期

の
農
村
保
健
衛
生
実
地
調
査

で
指
摘
さ
れ
て
い
た
寄
生
虫
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総保卵率 回虫保卵率

被検査人員(人)
寄生虫卵保有者数

(人)
被検査人員に対す

る百分比(％)
投薬人員(人)

市部 35959 23070 64.16 16012
町部 8517 5569 65.12 4808
村部 43199 26781 62 24672
合計 87675 55420 64.12 45492

出典：「寄生虫予防対策委員会一件」(県庁戦後A衛生部145)

表2  寄生虫卵保有者調(昭和23年12月31日現在)

表１　全国の寄生虫保卵率・回虫保卵率の推移（％）

表２　寄生虫卵保有者調（昭和23年12月31日現在）

出典：森下薫 ｢蛔虫の疫学及び予防の基礎的研究｣ (森下薫・小宮義孝・松林久吉編
　　　�『日本における寄生虫学の研究』第４巻、目黒寄生虫館、1964年、66頁）から作成。

出典：「寄生虫予防対策委員会一件」（県庁戦後A衛生部145）
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感
染
の
原
因
は
、
戦
後
に
な
り
、
農
村
・
都
市
を
問
わ
ず
生
じ
て

い
た
。
寄
生
虫
症
の
蔓
延
は
、
井
上
弘
樹
も
指
摘
す
る
通
り
、
戦

後
間
も
な
い
時
期
の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
に
大
き
く
規
定
さ
れ

て
い
た
。

(

7)

サ
ン
ト
ニ
ン
、
あ
る
い
は
海
人
草
と
い
っ
た
植
物
由
来
の
回
虫

駆
除
薬
は
、
戦
前
か
ら
売
薬
と
し
て
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
戦
後
の
寄
生
虫
症
の
深
刻
な
蔓
延
に
も
拘
わ
ら
ず

輸
入
医
薬
品
は
不
足
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ラ
物
資
の
第
一
便

（
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
）
に
も
、
食
糧
や
衣
料
品
と
と
も
に
、

医
薬
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
サ
ン
ト
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う

(

8)

し
た
中
で
、
原
料
薬
草
の
国
内
栽
培
と
増
産
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
た
。二二

山山
口口
県県
にに
よよ
るる
薬薬
草草
栽栽
培培
のの
奨奨
励励

（（
１１
））
アア
メメ
リリ
カカ
アア
リリ
タタ
草草
へへ
のの
注注
目目

ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
カ
ザ
科
の
植
物
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ

草
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
が
開

始
さ
れ
て
以
降
、
大
正
八
年
に
国
内
栽
培
が
始
ま
り
、
昭
和
二
十

五
年
（
一
九
五
〇
）
時
点
で
は
宮
城
県
以
南
の
全
国
各
地
で
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
三
月
下
旬
～
四
月
上
旬
に
播
種
、

梅
雨
前
ま
で
に
定
植
を
行
い
、
九
月
中
～
下
旬
に
地
際
か
ら
刈
取

り
、
陰
干
し
後
に
蒸
留
す
る
と
油
が
採
取
で
き
る
。
独
特
の
臭
気

を
有
す
る
こ
の
油
は
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
と
呼
ば
れ
、
主
成
分
の
ア
ス
カ

リ
ド
ー
ル
は
サ
ン
ト
ニ
ン
よ
り
も
駆
虫
力
が
強
く
、
鉤
虫
の
駆
除

に
も
有
効
と
さ
れ
た
。

山
口
県
で
は
、
県
薬
務
課
の
主
導
の
も
と
で
積
極
的
な
ア
メ
リ

カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
奨
励
が
行
わ
れ
た
。
同
課
は
昭
和
二
十
八
年

に
栽
培
初
心
者
の
手
引
き
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
栽
培
の

栞
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
作
成
し
て
い
る
。

(

9)

こ
の
冊
子
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
上
の
特
徴
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
極
め
て
強
健
な
植
物
で
、
栽
培
は
容
易
で
あ
る
。

・
幼
稚
な
時
期
の
除
草
は
入
念
に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
苗

が
一
尺
位
に
な
っ
て
か
ら
は
特
に
除
草
を
行
う
必
要
は
な

い
。

・
中
耕
は
雑
草
の
繁
茂
状
態
を
見
て
一
、
二
回
行
う
程
度
で

よ
い
。

・
甘
藷
の
栽
培
に
適
す
る
よ
う
な
乾
燥
す
る
痩
せ
た
土
地

(

大
麦
の
出
来
る
程
度
の
湿
気
と
土
質
で
結
構)

に
て
充
分

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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肥
培
管
理
し
て
栽
培
す
る
方
が
結
果
が
良
い
。

・
樹
陰
に
栽
培
す
る
と
、
油
の
質
が
悪
く
、
収
油
量
も
減
っ

て
収
入
が
落
ち
る
。

ま
た
、
山
口
県
が
栽
培
を
奨
励
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
国
内
生
産
の
確
保
に
よ
る
輸
入
の
防

遏
と
、
農
家
収
益
の
増
加
等
の
意
味
か
ら
、
昭
和
二
十
六
年

よ
り
栽
培
を
始
め
、
今
日
で
は
既
に
相
当
の
成
績
を
挙
げ
て

お
り
、
殊
に
農
村
新
生
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
本
植
物
の
栽

培
を
推
奨
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
、
十
二
指
腸
虫
（
鉤
虫
―
筆
者
）
保
有
者
が
非
常
に

増
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
駆
除
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
適
薬
と
し
て
「
ヘ
ノ
ポ
ヂ
油
」
が
脚
光
を
浴
び
て

来
た
ば
か
り
で
な
く
、
近
く
は
家
畜
の
寄
生
虫
駆
除
薬
と
し

て
全
国
的
に
需
要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

鉤
虫
保
卵
者
の
増
加
に
よ
る
駆
虫
薬
の
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
栽
培
が
、
農
家
収
益
の
向
上
を
図

る
有
効
な
手
段
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
同
課
は
、
県
広
報
誌
『
県
政
展
望
』
に
お
い
て
、
上
記

の
よ
う
な
栽
培
上
の
特
徴
に
基
づ
き
、
「
既
存
農
家
が
労
働
力
不

足
の
た
め
に
稲
作
期
間
中
に
管
理
の
見
易
い
作
物
を
比
較
的
瘠
地

を
利
用
し
て
収
益
を
挙
げ
た
い
場
合
、
又
開
拓
農
家
が
未
熟
の
畑

地
に
栽
培
す
る
作
物
と
し
て
お
勧
め
で
き
る
薬
草
で
す
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
そ
し
て
、｢

除
草
、
中
耕
な
ど
不
要
な
の
で
平
均
七

(

10)

人
役
位
で
す
む｣

(

昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日
『
防
長
新
聞
』)

と
い

っ
た｢

管
理
の
見
易｣

さ
か
ら
、
具
体
的
な
栽
培
適
地
と
し
て
想
定

さ
れ
た
の
は
、
県
内
の
戦
後
開
拓
地
で
あ
っ
た
。

 

▲アメリカアリタ草（「アメリカ

アリタ草栽培の栞」より）

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

五
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（（
２２
））
試試
作作
かか
らら
本本
格格
栽栽
培培
へへ

引
揚
者
や
復
員
者
、
戦
争
被
災
者
な
ど
へ
の
救
済
や
食
糧
増
産

を
目
的
と
す
る
「
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
の
閣
議
決
定
（
昭

和
二
十
年
十
一
月
）
を
う
け
て
、
山
口
県
内
で
も
大
津
郡
日
置
村

(

現
長
門
市
）

と
阿
武
郡
徳
佐
村
（
現
山
口
市
）

を
皮
切
り
に
開
拓
地

へ
の
入
植
が
進
め
ら
れ
た
。
開
拓
地
の
多
く
は
山
間
寒
冷
地
や
水

田
不
適
地
で
あ
り
、
営
農
指
導
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
全

国
の
戦
後
開
拓
農
家
に
占
め
る
引
揚
者
の
割
合
に
は
地
域
差
が
あ

り
、
山
梨
県
で
は
四
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
時
点
の

調
査
で
山
口
県
で
は
六
八
％
に
の
ぼ
っ
た
。

(
11)

開
拓
地
ご
と
の
経
歴
別
入
植
者
構
成
を
全
て
確
認
で
き
な
い

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
県
内
で
い
ち
早
く
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草

の
栽
培
が
行
わ
れ
た
阿
武
郡
徳
佐
開
拓
農
業
協
同
組
合
（
以
下
、

農
業
協
同
組
合
は
農
協
と
略
す
）
は
、
殆
ど
が
「
満
洲
」
吉
林
省

舒
蘭
県
開
拓
地
か
ら
の
引
揚
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
県
内
最
大

(

12)

の
開
拓
地
に
あ
っ
た
同
郡
千
石
台
開
拓
農
協
は
、
入
植
初
期
は
海

南
島
や
台
湾
か
ら
の
引
揚
者
で
構
成
さ
れ
た
が
、
後
に
地
元
出
身

者
な
ど
様
々
な
経
歴
の
入
植
者
が
み
ら
れ
た
。

(

13)

本
格
的
な
栽
培
を
前
に
、
昭
和
二
十
六
年
度
に
は
阿
武
郡
嘉
年

村
・
徳
佐
村
の
開
拓
地
で
約
四
町
分
の
試
作
が
行
わ
れ
た
。
徳
佐

(

14)

開
拓
農
協
で
は
、
工
芸
作
物
と
し
て
他
に
菜
種
・
落
花
生
・
と
う

が
ら
し
・
林
樹
苗
も
同
年
度
に
栽
培
さ
れ
た
が
、
菜
種
・
落
花
生

と
同
様
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
家
が
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
試
作
に

参
加
し
て
い
る
。
干
害
の
た
め
当
初
予
定
よ
り
減
収
と
な
っ
た
も

の
の
、
反
当
た
り
一
万
円
前
後
の
収
穫
を
挙
げ
た
。

こ
の
成
果
を
う
け
て
、
昭
和
二
十
七
年
度
に
は
、
阿
武
郡
（
嘉

年
村
・
徳
佐
村
・
吉
部
村
・
篠
生
村
・
地
福
村
）
お
よ
び
美
祢
郡

（
別
府
村
・
共
和
村
）
で
栽
培
さ
れ
、
阿
武
郡
内
で
は
平
均
反
当

収
穫
量
や
収
入
が
「
先
進
栽
培
地
」
と
近
い
地
域
も
あ
っ
た
（
表

３
参
照
）
。
栽
培
開
始
に
あ
た
っ
て
山
口
県
は
、
栽
培
指
導
や
種

子
の
無
償
給
付
の
ほ
か
、
肥
料
代
な
ど
に
充
て
る
補
助
金
を
栽
培

者
に
給
付
し
て
い
る
。

本
格
栽
培
初
年
度
の
実
績
は
、
栽
培
地
に
と
っ
て
将
来
的
な
期

待
を
持
ち
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
度
の
阿
武
郡
内
の
栽
培
予

定
は
、
千
石
台
開
拓
農
協
が
四
町
六
反
三
畝
、
新
開
開
拓
農
協
が

六
反
、
篠
生
開
拓
農
協
が
三
反
、
地
福
開
拓
農
協
が
三
反
、
徳
佐

開
拓
農
協
が
二
町
二
反
八
畝
、
嘉
年
村
農
協
四
町
、
合
計
一
二
町

一
反
一
畝
と
前
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
成
果
が
、｢

来
年
は

町
歩
に

ア
リ
タ
草

30

好
成
績
の
収
穫｣

（
『
防
長
新
聞
』
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
七
日
付
）｢

予

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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想
以
上
の
収
穫｣

（
同
上
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
付
）

と
新
聞

で
報
道
さ
れ
た
影
響
も
あ
り
、
県
内
の
他
の
開
拓
地
か
ら
も
栽
培

へ
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
以
下
の
一
件
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
に
は
、
開
拓
地
に
よ
っ
て
適
地
と
不
適
地

が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

昭
和
二
十
八
年
二
月
、
山
口
県
は
熊
毛
郡
と
玖
珂
郡
に
薬
務
課

職
員
を
派
遣
し
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
栽
培
に
関
す
る
説
明
会
を

二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。
開
催
を
要
請
し
た
の
は
熊
毛
郡
中

(

15)

浦
開
拓
農
協
組
合
長
で
あ
り
、
そ
の
依
頼
文
書
に
よ
れ
ば
、
「
薬

草
（
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
―
筆
者
）
耕
作
希
望
者
多
数
あ
り
、
之

が
耕
作
の
方
法
其
の
他
説
明
を
拝
聴
致
し
た
い
旨
組
合
員
よ
り
申

出
あ
り
」
と
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

説
明
会
に
参
加
し
た
熊
毛
・
玖
珂
両
地
方
事
務
所
管
内
の
開
拓

農
協
組
合
長
に
対
し
、
薬
務
課
職
員
が
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽

培
上
の
利
点
（
荒
蕪
地
で
も
栽
培
可
能
で
労
働
力
は
僅
少
、
な
ど
）

や
昭
和
二
十
七
年
度
の
栽
培
成
績
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
両
事
務

所
管
内
で
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
の
組
合
が
栽
培
意
志
を
示
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
同
職
員
は
、
「
阿
武
お
よ
び
厚
狭
郡

内
の
如
く
、
組
合
員
数
四
、
五
十
名
に
及
ぶ
が
如
き
大
組
合
な
く
、

何
れ
も
十
数
戸
単
位
で
あ
り
、
且
つ
各
組
合
が
散
在
し
て
お
り
、

栽培面積 反当収穫
平均反当
収油量

平均反当収入 所要施肥量 施肥金額

二年生 60.4kg 2.7kg 12,420円

一年生 362,400円
先進栽培地
2.7-3.1㎏

先進栽培地
16,200円-18,600円

13.45㎏ 3.09㎏ 18,300円

80,700円
先進栽培地
2.7-3.1㎏

先進栽培地
16,200円-18,600円

16.53㎏

99,180円

16㎏

96,000円

硫安4.2貫
過石7.49貫
塩加3.3貫
堆肥110貫

嘉年村 2町9反6畝 –

4反4畝二年生

一年生 8反8畝

徳佐村
吉部村
地福村
篠生村 1.88㎏ 11,280円

註：｢アメリカアリタ草栽培の栞｣（｢薬草栽培奨励一件綴｣県庁戦後A衛生部141）収録の表を加工して作成。「―」は原本の通り。

栽培地区

表３　昭和27年度 アメリカアリタ草栽培実績

1,974円

–

–

–

阿武郡

別府村
共和村

美祢郡 一年生 2町5反1畝 0.64㎏ 3,800円

–

–

表３　昭和27年度　アメリカアリタ草栽培実績
山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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採
油
機
設
置
し
た
場
合
、
こ
れ
が
利
用
に
不
便
と
判
断
せ
ら
れ
る

の
で
、
既
存
農
家
と
の
連
け
い
栽
培
せ
し
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ

る
（
玖
珂
郡
北
部
に
お
い
て
は
開
拓
組
合
の
み
集
り
て
栽
培
す
る

こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
）
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

栽
培
先
行
地
の
阿
武
郡
な
ど
で
は
、
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
の
採
油
に
あ

た
り
、
県
の
斡
旋
に
よ
り
採
油
機
を
共
同
利
用
し
て
い
た
。
採
油

機
の
購
入
や
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る
と
、
比
較
的
多

く
の
栽
培
者
が
近
接
し
て
所
在
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
阿
武

(

16)

郡
や
美
祢
郡
で
の
栽
培
が
進
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
栽
培
者

す
な
わ
ち
開
拓
地
住
民
の
所
在
状
況
も
好
適
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

な
お
、
サ
ン
ト
ニ
ン
の
原
料
薬
草
で
あ
る
ミ
ブ
ヨ
モ
ギ
は
、
ア

(

17)

メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
よ
り
早
く
昭
和
二
十
四
年
に
山
口
県
農
事
試
験

場
で
試
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
県
薬
務
課
技
師
が
供
覧
用
に

作
成
し
た
メ
モ
か
ら
は
、
ミ
ブ
ヨ
モ
ギ
の
栽
培
は
非
効
率
的
で
あ

(

18)

る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
メ
モ
に
は
、
昭
和

二
十
七
年
度
の
ミ
ブ
ヨ
モ
ギ
栽
培
面
積
と
反
当
数
量
・
収
入
に
関

す
る
全
国
統
計
に
基
づ
き
、｢

中
国
地
方
の
如
く
耕
地
面
積
が
少

な
く
人
件
費
も
か
さ
む
土
地
で
は
成
分
含
量
の
高
い
も
の
で
な
い

と
栽
培
奨
励
に
適
さ｣

な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、｢

ク

ラ
ム
ヨ
モ
ギ
の
サ
ン
ト
ニ
ン
含
量
は
ミ
ブ
ヨ
モ
ギ
の
約
一
〇
倍
で

あ
る｣

と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
サ
ン
ト
ニ
ン
含
有
量
の
高
い
新
品

種
で
あ
る
ク
ラ
ム
ヨ
モ
ギ
の
栽
培
に
は
関
心
が
示
さ
れ
て
い
た
。

三三

アア
メメ
リリ
カカ
アア
リリ
タタ
草草
栽栽
培培
のの
展展
開開

（（
１１
））
山山
口口
県県
にに
よよ
るる
栽栽
培培
契契
約約
のの
斡斡
旋旋

米
や
麦
と
い
っ
た
農
作
物
と
異
な
り
、
薬
用
作
物
は
自
家
消
費

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
先
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。
こ

の
こ
と
は
後
に
、
山
口
県
制
作
の
「
農
事
放
送
」
で
、
「
一
般
に

薬
草
は
値
が
良
い
儲
け
に
な
る
と
い
う
と
、
皆
が
ど
っ
と
栽
培
し

は
じ
め
、
二
、
三
年
経
つ
と
生
産
が
う
ん
と
ま
し
て
値
が
下
が
る

と
い
う
結
果
を
招
き
易
い
過
去
の
例
も
あ
る
」
と
の
懸
念
を
県
薬

(

19)

務
課
職
員
が
語
っ
て
い
た
通
り
、
県
が
栽
培
を
奨
励
す
る
以
上
は
、

収
穫
物
の
安
定
的
な
売
却
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

県
内
で
の
試
作
を
経
た
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
一
月
、

上
京
し
た
薬
務
課
長
は
、
都
内
に
本
社
を
置
く
ナ
ガ
製
薬
株
式
会

社
と
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
三
〇
町
歩
の
県
内
栽
培
契
約
に
関
す

る
合
意
を
取
り
交
わ
し
た
。
同
社
は
、
長
尾
欽
弥
（
社
長
）
が
創

(

20)
薬
に
成
功
し
た
駆
虫
薬
ア
ス
キ
ス
の
商
品
化
を
当
面
の
目
的
と
し

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）
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て
昭
和
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
ア
ス
キ
ス
は
販

売
当
初
か
ら
好
評
を
博
し
、
昭
和
二
十
六
年
頃
に
は
一
ヶ
月
の
売

上
高
が
約
一
五
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
。
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
は
こ
の

(

21)

ア
ス
キ
ス
の
主
原
料
で
あ
っ
た
。

阿
武
郡
・
美
祢
郡
の
栽
培
地
で
は
薬
草
栽
培
組
合
が
設
立
さ
れ

て
お
り
、
各
組
合
と
同
社
間
で
締
結
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ

草
取
卸
油
生
産
売
買
契
約
書
」
は
、
事
前
に
ナ
ガ
製
薬
と
県
薬
務

(

22)

課
間
で
内
容
確
認
が
行
わ
れ
た
後
、
納
品
量
以
外
は
同
一
の
書
式

・
内
容
の
文
書
が
使
用
さ
れ
た
。

阿
武
薬
草
栽
培
組
合
と
同
社
の
契
約
内
容
を
例
示
す
れ
ば
、
搾

油
し
た
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
（
一
〇
〇
㎏
）
で
納
品
す
る
こ
と
、
ア
ス
カ

リ
ド
ー
ル
の
含
有
量
は
五
五
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
の
含
有
量
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
四
五
～
六
〇
％
が
相

場
で
あ
り
、
五
五
％
以
上
で
あ
れ
ば
取
引
価
格
も
最
高
レ
ベ
ル(

六

〇
〇
〇
円
／
一
㎏)

で
あ
っ
た
。
県
内
栽
培
者
に
は
、
相
応
の
品

質
で
の
納
品
が
求
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

加
え
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
契
約
書
の
第
八
条
で
あ
る
。
「
取

卸
油
代
金
の
一
部
は
乙
（
阿
武
薬
草
栽
培
組
合
―
筆
者
）
が
希
望

す
る
品
種
、
容
器
、
包
装
の
『
ア
ス
キ
ス
』
を
以
つ
て
決
済
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
額
は
生
産
金
額
の
五
％
（
標
準
）
と
す
る
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
同
契
約
に
伴
う
覚
書
（
「
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
取

卸
油
生
産
売
買
契
約
締
結
に
関
す
る
覚
書
」
）
に
は
、
第
四
条
と

し
て
「
第
八
条
に
い
う
取
卸
油
代
金
の
一
部
決
済
に
用
い
る
『
ア

ス
キ
ス
』
の
価
格
は
、
元
売
業
者
渡
の
価
格
と
す
る
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
ナ
ガ
製
薬
と
栽
培
地
と
の
契
約
内
容
に
は
、
ア
ス
キ
ス

の
現
物
に
よ
る
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
代
金
の
一
部
決
済
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
山
口
県
は
、
巡
回
診
療
に
よ
る
医
療
提
供
の

要
否
を
県
内
開
拓
地
に
照
会
し
た
。
美
祢
郡
十
文
字
開
拓
農
協
は

要
望
す
る
理
由
と
し
て
「
現
在
罹
病
者
の
病
種
は
腸
疾
患
・
寄
生

虫
・
水
ほ
ー
そ
う
・
胃
病
・
神
経
痛
、
過
労
等
が
主
な
る
も
の
、

特
に
寄
生
虫
が
全
員
に
在
る
模
様
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
阿

武
郡
高
俣
村
新
開
開
拓
農
協
は｢

胃
腸
病
・
回
虫
殆
ど
全
員｣

を
挙

げ
て
い
る
。

(

23)

医
療
資
源
に
乏
し
い
こ
と
に
加
え
、
開
拓
地
に
お
け
る
生
産
・

生
活
面
で
の
共
同
性
の
高
さ
は
、
地
区
内｢

全
員｣

が
同
一
寄
生
虫

感
染
と
い
う
状
況
を
容
易
に
引
き
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
駆

虫
薬
が
不
足
し
品
質
も
不
安
定
で
あ
っ
た
当
該
期
に
、
こ
の
契
約

内
容
は
栽
培
地
区(

開
拓
地)

の
保
健
衛
生
上
も
意
義
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
〇



ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
を
栽
培
し
て
い
る
群
馬
県
の
勢
多
開
拓
組

合
や
北
軽
井
沢
の
婦
人
会
が
、
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
を
製
薬
会
社
に
持
ち

込
ん
で
駆
虫
薬
と
交
換
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
駆
虫
薬
の
自
給
自

足
」
が
成
功
し
て
い
る
、
と
の
内
容
の
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
が
、

(

24)

県
薬
務
課
の
作
成
に
よ
る
「
薬
草
栽
培
採
集
一
件
綴
」
（
県
庁
戦
後

Ａ
衛
生
部

）

に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽

147

培
が
駆
虫
薬
の
安
定
的
な
入
手
に
繋
が
る
事
例
と
し
て
、
県
が
関

心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（（
２２
））
農農
村村
新新
生生
運運
動動
とと
寄寄
生生
虫虫
症症
対対
策策

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
よ
り
、
山
口
県
は
農
家
経
済
の

向
上
を
図
る
た
め
農
村
新
生
運
動
（
昭
和
二
十
七
年
か
ら
は
漁
山

村
を
含
む
農
山
漁
村
新
生
運
動
と
改
称
）
を
推
進
し
た
。
運
動
に

あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
が
作
成
し
た
新
生
計
画
に
対
し
、
県
が
指

導
勧
告
を
行
っ
た
上
で
実
行
に
移
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
運
動
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
収
益
性
の
高
い
作
物
の
一
つ

が
薬
用
植
物
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
二
月
の
『
県
政
展
望
』

（
行
政
資
料

知
事
公
室
７
）
で
は
、
「
農
村
人
口
増
加
に
よ
る
耕

50

地
の
零
細
化
と
一
般
物
価
に
対
す
る
農
業
収
益
の
跛
行
的
状
況
に

よ
り
、
農
村
恐
慌
の
来
襲
必
至
の
声
は
次
第
に
高
ま
り
つ
ゝ
あ
る

時
、
農
業
経
営
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
多
角
的
経
営
に
よ
る
農

業
収
益
の
増
進
が
今
や
真
摯
な
問
題
と
し
て
種
々
検
討
施
策
さ
れ

た
結
果
、
薬
用
植
物
中
の
最
も
有
望
な
も
の
ゝ
栽
培
を
、
農
村
新

生
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
昨
春
来
本
格
的
に
と
り
上
げ
て
来
ま
し

た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
最
も
有
望
な
も
の
」
こ
そ
が
、

ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
認
識
は
栽
培
地
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
阿
武
薬
草

栽
培
組
合
長
は｢

農
村
新
生
運
動
の
一
環
と
し
て
換
金
作
物
の
一

つ
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
を
昭
和
二
十
七
年
度
よ
り
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
是
が
指
導
育
成
に
万
般
の
御
配
慮
を
辱
ふ
し
漸
く

本
格
的
栽
培
の
域
に
達
し
、
一
般
栽
培
農
家
の
経
済
に
寄
与
し
た｣

と
県
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。

(

25)

後
述
す
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
八
年
以
降
、
山
口
県
は
ナ
ガ
製

薬
以
外
の
製
薬
会
社
と
の
栽
培
契
約
を
模
索
す
る
が
、
昭
和
二
十

九
年
度
の
栽
培
計
画
に
あ
た
り
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
宛
に
送

付
し
た
文
書
で
は
、
冒
頭
で｢

本
県
に
お
い
て
は
農
村
新
生
運
動

の
一
端
と
し
て
数
年
来
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
を
指
導
し
て

き
ま
し
た｣

と
述
べ
て
い
る
。
試
作
に
着
手
し
た
昭
和
二
十
六
年

(

26)

段
階
と
比
べ
、
こ
の
時
期
に
は
、
栽
培
奨
励
の
理
由
と
し
て
新
生

運
動
が
前
面
に
出
て
き
た
様
子
を
看
て
取
れ
る
。
ま
た
、
県
特
産

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
一



課
に
よ
る
「
昭
和
二
十
七
年
度
特
産
課
関
係
事
業
実
施
計
画
」
の

中
で
は
、
菜
種
・
茶
・
煙
草
・
苧
麻
と
と
も
に
増
産
推
奨
す
べ
き

農
業
特
産
物
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
「
特
産
一
件
」
厚
狭
地
方

事
務
所

）
。

594

昭
和
二
十
五
年
、
新
生
運
動
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た｢

山
口

県
農
村
新
生
運
動
実
施
資
料｣

に
お
い
て
、｢

農
村
衛
生
改
善
計
画｣

の
一
項
目
に
み
え
る
の
が｢
寄
生
虫
の
予
防｣

で
あ
っ
た
。｢

農
村

に
お
い
て
は
住
民
の
五
〇
％
乃
至
八
〇
％
が
寄
生
虫
病
に
感
染

し
、
そ
の
惨
禍
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
る｣

こ
と
か
ら
、
講
ず
べ
き

措
置
と
し
て
①
予
防
並
び
に
治
療
知
識
の
普
及(

保
健
所
・
学
校

に
よ
る
活
動
、
生
活
改
善
普
及
活
動
に
よ
る
予
防
治
療
知
識
の
啓

発)

、
②
屎
尿
溜
の
改
良
（
田
圃
に
設
置
し
て
あ
る
屎
尿
溜
は
な

る
べ
く
協
同
施
設
と
し
て
改
良
便
所
又
は
こ
れ
に
準
じ
た
構
造
に

改
良
す
る
）
、
③
駆
虫
治
療
の
徹
底
（
寄
生
虫
症
検
査
と
駆
虫
治

療
の
併
行
・
徹
底
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(

27)

実
際
に
作
成
さ
れ
た
新
生
計
画
に
は
、
保
健
衛
生
関
連
の
事
業

と
し
て
寄
生
虫
対
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
散
見
さ
れ
る
。

阿
武
郡
小
川
村
の
回
虫
・
十
二
指
腸
虫
駆
除
事
業
に
対
し
、
県
は

「
検
査
料
・
薬
価
に
つ
い
て
は
二
―
三
倍
の
高
値
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
、
お
よ
び
薬
品
の
選
択
に
つ
い
て
は
充
分
考
慮
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
助
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
県
が
助
言
勧
告

(

28)

し
た
市
町
村
（
昭
和
二
十
九
年
度
は
玖
珂
郡
南
河
内
村
・
桑
根
村

・
本
郷
村<

現
岩
国
市>

、
吉
敷
郡
小
郡
町<

現
山
口
市>

、
豊
浦
郡
神

田
村
・
宇
賀
村
・
豊
東
村
・
小
串
町<

現
下
関
市>

、
大
津
郡
油
谷

町<

現
長
門
市>

、
阿
武
郡
高
俣
村
・
小
川
村<

現
萩
市>

）
に
対
し
て

は
、
街
頭
検
診
に
よ
る
寄
生
虫
症
の
啓
発
に
加
え
、
保
健
所
の
協

力
の
下
で
無
料
検
便
の
実
施
や
駆
虫
薬
の
斡
旋
、
改
良
便
所
の
普

及
が
図
ら
れ
た
。

(

29)

小
川
村
に
対
す
る
県
の
助
言
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
駆
虫
薬
が

不
足
し
た
当
該
期
に
は
、
不
当
に
高
価
な
価
格
に
よ
る
販
売
も
み

ら
れ
た
。
栽
培
契
約
に
現
物
で
の
決
済
が
含
ま
れ
た
の
は
、
駆
虫

(

30)

薬
を
適
正
な
価
格
で
入
手
で
き
る
手
段
と
し
て
の
県
の
期
待
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
農
村
に
蔓
延
す
る
寄
生
虫
症
対
策
が
重
視
さ
れ
、

か
つ
、
農
家
収
入
の
向
上
が
図
ら
れ
た
新
生
運
動
に
お
い
て
、
ア

メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
は
、
い
ず
れ
の
課
題
に
も
有
効
な
可
能

性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

四四

アア
メメ
リリ
カカ
アア
リリ
タタ
草草
栽栽
培培
のの
終終
焉焉

衛
生
状
態
・
食
糧
事
情
の
回
復
や
、
集
団
検
便
・
集
団
駆
虫
と

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
二



い
っ
た
寄
生
虫
症
対
策
、
あ
る
い
は
、
化
学
肥
料
の
普
及
と
い
っ

た
農
業
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
表
１
が
示
す
よ
う
に
、
寄
生
虫
保

卵
率
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
頃
か
ら
減
少
傾
向
を
辿
っ

た
。
山
口
県
の
回
虫
保
卵
率
も
、
昭
和
二
十
四
年
の
五
四
・
一
％

か
ら
昭
和
三
十
七
年
に
は
七
・
三
％
へ
と
大
き
く
減
少
し
た
。
ま

(

31)

た
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
鉤
虫
駆
虫
薬
は
四
塩
化
エ
チ
レ

ン
や
１-B

r
o
m
o-

２-n
a
p
h
t
h
o
l

な
ど
化
学
合
成
薬
が
主
流
と
な
っ

た
。

(

32)

香
川
県
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
サ
ン
ト
ニ
ン
の
原
料
で
あ

る
ク
ラ
ム
ヨ
モ
ギ
を
栽
培
し
て
い
た
が
、
サ
ン
ト
ニ
ン
の
駆
虫
効

果
が
現
れ
る
と
共
に
サ
ン
ト
ニ
ン
の
薬
物
的
使
命
も
終
止
符
を
打

つ
結
果
と
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
栽
培
が
終
了
し
た
と
い
う
。

(

33)

山
口
県
が
積
極
的
に
推
奨
し
た
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
に

つ
い
て
も
、
明
確
な
時
期
は
判
明
し
な
い
も
の
の
、
以
下
に
挙
げ

る
二
点
が
影
響
し
つ
つ
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
終
焉
に
向
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（（
１１
））
国国
内内
にに
おお
けけ
るる
ヘヘ
ノノ
ボボ
ジジ
油油
のの
過過
剰剰
生生
産産

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
段
階
で
国
内
の
駆
虫
薬
製
薬
会

社
に
お
け
る
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
保
有
量
は
、
需
要
量
を
超
過
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
。
厚
生
省
薬
務
局
か
ら
は
、
製
薬
会
社
と
の
確
実
な
契

約
以
外
の
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
、
次

の
様
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
。

(

34)

昭
和
二
十
九
年
三
月
十
三
日

薬
製
第
九
六
号

厚
生
省
薬
務
局
製
薬
課
長

印

山
口
県
衛
生
部
長
殿

ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
に
つ
い
て
は
逐
年
増
大
の
一

途
を
た
ど
り
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
お
い
て
も
多
数
栽
培
の

要
望
が
あ
る
が
、
本
植
物
を
原
料
と
す
る
駆
虫
剤
の
需
要
に

基
く
消
化
能
力
は
す
で
に
限
度
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
種
駆

虫
剤
の
製
造
業
者
は
原
料
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
（
取
卸
油
）
の
み
に

て
も
一
ヶ
年
分
以
上
の
数
量
を
保
有
し
て
い
る
現
状
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
製
品
の
在
庫
を
加
え
る
と
昭
和
二
十
九
年
度
に

お
け
る
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
の
需
要
は
余
り
多
く
を
期
待
出
来
な
い

も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
栽
培
面
積
も
大
巾
に
こ
れ

を
減
反
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
昭
和
二
十
九
年
度
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
三



の
栽
培
は
需
要
者
と
の
確
実
契
約
に
よ
る
も
の
以
外
は
、
こ

れ
を
見
合
は
せ
る
よ
う
栽
培
者
の
指
導
に
遺
憾
な
き
を
期
せ

ら
れ
た
い
。

お
っ
て
右
の
実
情
を
勘
案
し
昭
和
二
十
九
年
度
の
栽
培
反

別
に
つ
き
検
討
の
う
え
、
栽
培
面
積
・
契
約
先
等
に
つ
き
至

急
報
告
願
い
た
い
。

こ
の
指
示
に
対
し
、
県
は
昭
和
二
十
九
年
度
の
栽
培
予
定
面
積

を
八
町
と
回
答
し
て
お
り
、
本
格
栽
培
を
開
始
し
た
昭
和
二
十
七

年
度
よ
り
二
町
余
り
の
減
反
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
は
、
豊
浦
郡
豊
東
村
・
菊
川
村

・
田
耕
村(

現
下
関
市)

で
各
一
町
の
栽
培
が
計
画
さ
れ
た
。
豊
浦

郡
で
は
初
め
て
の
栽
培
で
あ
っ
た
た
め
、
豊
浦
地
方
事
務
所
は
種

子
の
配
付
と
、
耕
作
者
の
「
種
々
疑
義
」
に
答
え
る
た
め
の
薬
務

課
職
員
の
派
遣
を
県
に
求
め
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
開
拓

(

35)

地
以
外
の
県
内
地
域
が
新
規
栽
培
を
希
望
し
て
お
り
、
栽
培
へ
の

高
い
関
心
が
な
お
も
み
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
要
請
に
対
す
る
県
の
回
答
は
、
上
記
薬
務
局
の

文
書
に
言
及
し
た
う
え
で
、
「
今
回
の
栽
培
は
野
猪
防
御
の
テ
ス

(

36)

ト
ケ
ー
ス
と
し
て
実
施
す
る
も
の
と
し
、
収
穫
物
の
換
金
は
考
慮

せ
ず
に
栽
培
」
せ
よ
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
既
栽
培
地
を
所

管
す
る
美
祢
地
方
事
務
所
に
対
し
て
も
、
当
年
度
用
に
送
付
す
る

種
子
は
野
猪
対
策
用
の
栽
培
の
み
に
使
用
し
、
換
金
を
目
的
と
す

る
新
規
株
の
栽
培
に
は
使
用
し
な
い
よ
う
指
示
し
た
。

（（
２２
））
栽栽
培培
契契
約約
社社
のの
経経
営営
不不
振振

上
記
薬
務
局
の
文
書
に
対
し
て
、
山
口
県
は
、
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
度
の
契
約
先
と
し
て
、
栽
培
の
初
期
段
階
で
県
が

契
約
を
仲
介
し
た
ナ
ガ
製
薬
の
ほ
か
に
中
部
製
薬
を
挙
げ
た
。
こ

れ
は
ナ
ガ
製
薬
の
経
営
危
機
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ナ
ガ
製
薬
の
経
営
は
設
立
当
初
、
好
調
で
あ
っ
た
が
、
新
薬
の

宣
伝
費
・
営
業
費
支
出
が
経
営
を
圧
迫
し
た
結
果
、
昭
和
三
十
年

に
会
社
更
生
法
が
適
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
昭
和
二
十
七
年
収
穫

(

37)

分
に
対
す
る
同
社
か
ら
県
内
栽
培
地
へ
の
代
金
支
払
い
は
既
に
滞

っ
て
い
た
。
ナ
ガ
製
薬
に
対
す
る
県
薬
務
課
か
ら
の
督
促
文
書
に
、

｢

各
栽
培
組
合
の
栽
培
意
欲
も
将
に
高
揚
せ
ん
と
し
て
い
る
時
期

に
あ
り｣

｢

今
後
の
栽
培
指
導
に
当
た
っ
て
の
景
況
も
あ
る
の
で｣

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
初
年
度
の
栽
培
が
好
結
果
に
終
わ
り
、

栽
培
面
積
の
更
な
る
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い
る
中
で
生
じ
た
こ
の

一
件
は
、
県
に
と
っ
て
大
き
な
懸
念
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
県
薬
務
課
は
、
直
ち
に
他
社
と
の
契
約
を
試
み
て
い
る
。

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
四



愛
知
県
に
本
社
を
お
く
中
部
製
薬
株
式
会
社
に
対
し
、
阿
武
郡
嘉

年
村
で
採
油
さ
れ
た
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
を
見
本
と
し
て
送
付
し
た
。
そ

の
結
果
、
ア
ス
カ
リ
ド
ー
ル
含
有
量
が
四
七
％
と
低
く
、
品
質
も

日
本
薬
局
方
で
定
め
た
基
準
に
適
合
し
な
い
が
、
同
社
で
の
精
製

を
経
れ
ば
使
用
可
能
、
と
同
社
か
ら
返
答
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
購

入
単
価
は
一
㎏
あ
た
り
五
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
こ
の
価
格
は
同
社

が
従
来
購
入
し
て
い
る
栃
木
県
那
須
興
農
株
式
会
社
の
ヘ
ノ
ポ
ジ

油
（
ア
ス
カ
リ
ド
ー
ル
含
有
量
は
六
七
～
七
二
％
）
と
比
べ
る
と

五
〇
〇
円
も
低
か
っ
た
。
前
項
で
述
べ
た
通
り
、
昭
和
二
十
九
年

度
に
は
住
友
化
学
工
業
と
の
交
渉
を
行
う
な
ど
、
販
売
先
の
リ
ス

ク
分
散
を
図
っ
た
様
子
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
頃
以
降
、
県
内
で
の
栽
培
は
実
質
的
に
終
焉
に

向
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
阿
武
郡
千
石
台
開
拓
地
の
栽
培
面
積
は
、

昭
和
二
十
八
年
に
は
「
飛
躍
的
増
加
」
が
み
ら
れ
て
い
た
が
、
栽

培
は
「
受
入
会
社
側
の
倒
産
で
一
、
二
年
で
廃
止
」
さ
れ
、
そ
の

後
同
地
に
お
け
る
主
要
な
換
金
作
物
は
煙
草
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ

へ
と
推
移
し
た
と
い
う
。

(

38)

他
県
に
お
け
る
開
拓
地
で
も
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
は

短
期
間
に
終
わ
っ
た
事
例
が
み
ら
れ
る
。
静
岡
県
の
熊
切
開
拓
で

は
、
収
益
性
の
高
い
作
物
が
模
索
さ
れ
る
中
で
、
駐
在
保
健
婦
の

努
力
に
よ
り
日
本
赤
十
字
病
院
と
の
契
約
に
基
づ
く
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
充
分
な
成
果
を
挙
げ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
栃

(

39)

木
県
の
那
須
野
ヶ
原
開
拓
は
、
住
民
の
殆
ど
が
戦
後
の
入
植
者
（
引

揚
者
・
復
員
者
・
地
元
の
次
男
三
男
）
と
小
作
農
で
あ
っ
た
。
同

村
で
は
昭
和
二
十
七
年
に
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
が
、
地
元

負
担
金
二
二
四
万
円
の
償
還
の
た
め
一
戸
一
反
ず
つ
ア
メ
リ
カ
ア

リ
タ
草
を
栽
培
し
、
一
年
に
一
万
円
の
収
益
を
償
還
に
充
て
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
売
れ
行
き
が
不
調
の
た
め
、
短
期
間
で
栽

培
を
中
止
し
、
麦
と
雑
穀
（
大
豆
と
小
豆
）
に
切
り
替
え
た
と
い

う
。

(

40)

おお
わわ
りり
にに

戦
中
か
ら
戦
後
に
お
け
る
寄
生
虫
症
の
深
刻
な
流
行
を
う
け
た

駆
虫
薬
原
料
薬
草
の
栽
培
は
、
栽
培
上
の
諸
条
件
や
需
要
予
測
を

勘
案
し
た
結
果
、
山
口
県
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
に
利

点
が
見
出
さ
れ
、
県
薬
務
課
主
導
の
も
と
積
極
的
な
栽
培
奨
励
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
県
内
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽

培
期
間
は
短
く
、
経
済
的
効
果
も
限
定
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
栽
培
地
と
し
て
開
拓
地
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
引

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
五



揚
者
を
含
む
開
拓
地
住
民
に
対
し
、
公
的
扶
助
に
よ
ら
な
い
生
活

再
建
の
一
助
と
な
り
得
る
社
会
福
祉
的
な
意
義
も
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
開
拓
政
策
が
、
当
初
の
社
会
政
策
的
方
針
か
ら
、

適
地
適
作
、
果
樹
・
畜
産
・
特
産
物
等
の
導
入
に
よ
る
農
家
経
営

の
安
定
へ
と
転
換
さ
れ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
は

そ
の
一
手
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。
加
え
て
、
医
療
資
源

の
乏
し
い
中
で
、
駆
虫
薬
の
現
物
に
よ
る
決
済
を
含
む
栽
培
契
約

は
、
栽
培
地
（
開
拓
地
）
の
保
健
衛
生
上
の
効
果
も
期
待
で
き
る

内
容
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
の
ひ
と
つ
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
引
揚
者
が
戦
後
歩
ん
だ
生
活
再
建
の
過
程
に
つ
い
て
は
、｢

外

地｣

で
の
経
験
や
共
同
体
が
戦
後
開
拓
地
の
生
活
に
活
か
さ
れ
て

い
る
事
例
や
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
産
業
創
出
の
牽
引
者
と
な

っ
た
事
例
、
あ
る
い
は
そ
の
反
対
に
、｢

外
地｣

で
獲
得
し
た
キ
ャ

リ
ア
を
活
か
せ
ず
、
引
揚
後
の
定
着
地
で
の
困
窮
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
事
例
な
ど
、
実
証
的
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

(

41)

た
研
究
を
念
頭
に
、
山
口
県
内
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培

の
意
義
を
改
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
開
拓
地
ご
と
の
特
徴(

引
揚

者
が
占
め
る
割
合
、
男
女
比
な
ど)

が
薬
草
栽
培
に
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
開
拓
地
で
の
薬
草
栽
培
が

開
拓
地
近
隣
地
域
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
実
態

に
即
し
た
検
討
が
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
県
内
開
拓
地
の
か
つ
て

の
居
住
者
ら
に
よ
る
証
言
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

〈〈
註註
〉〉

（
１
）
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
十
日
付
薬
務
局
長
か
ら
地
方
長
官
宛
文

書
「
昭
和
二
十
八
年
生
薬
の
生
産
消
費
状
況
並
び
に
昭
和
二
十
九
年

薬
用
植
物
栽
培
計
画
調
査
に
つ
い
て
」
（｢

薬
用
植
物
栽
培
採
集
一
件

綴｣

県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

。
）

147

（
２
）
森
下
薫
「
日
本
に
お
け
る
寄
生
虫
学
発
達
史
」
（
森
下
薫
・
小

宮
義
孝
・
松
林
久
吉
編
『
日
本
に
お
け
る
寄
生
虫
学
の
研
究
』
第
１

巻
』
目
黒
寄
生
虫
館
、
一
九
六
一
年
）
。

（
３
）
例
え
ば
飯
島
渉｢

『
医
療
社
会
史
』
と
い
う
視
角｣

（
『
歴
史
評

論
』
七
八
七
号
、
二
〇
一
五
年
）
、
井
上
弘
樹｢

台
湾
に
お
け
る
寄
生

虫
症
対
策
と
日
本
の
医
療
協
力
（
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年

代
）｣

（
『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
五
編
第
八
号
、
二
〇
一
六
年
）
、
市

川
智
生
・
井
上
弘
樹
「
寄
生
虫
症
対
策
を
め
ぐ
る
歴
史
学:

世
紀

20

後
半
の
日
本
と
韓
国
」(

『
第

回
日
韓
歴
史
家
会
議
報
告
書

伝

21

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
六



染
病
と
歴
史
』
二
〇
二
二
年)

な
ど
。

（
４
）
日
本
医
史
学
会
編
『
医
学
史
事
典
』
（
丸
善
出
版
、
二
〇
二
二

年
）
の
井
上
弘
樹
執
筆
に
よ
る
「
寄
生
虫
病
と
社
会
」
。

（
５
）
深
安
郡
役
所
『
郡
制
二
十
五
年
』
（
一
九
二
三
年
）
五
〇
一
頁
。

（
６
）
寄
生
虫
予
防
対
策
委
員
会
は
、
寄
生
虫
予
防
に
関
す
る
知
事
の

諮
問
に
答
え
、
寄
生
虫
対
策
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山

口
県
立
医
科
大
学
内
科
部
長
・
山
口
保
健
所
長
・
山
口
赤
十
字
病
院

長
ら
を
委
員
と
し
て
設
置
さ
れ
た
（｢

寄
生
虫
予
防
対
策
委
員
会
一

件｣

県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

145

（
７
）
前
掲
註
（
４
）
。
井
上
は
流
行
の
背
景
と
し
て
、
屎
尿
を
肥
料

と
す
る
農
業
形
態
に
加
え
、
戦
後
の
食
糧
不
足
に
よ
る
栄
養
状
態
の

悪
化
や
衛
生
設
備
の
不
備
、
駆
虫
薬
の
不
足
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
８
）
奥
須
磨
子
「
ラ
ラ
物
資
の
は
な
し

敗
戦
直
後
日
本
人
へ
の
救

援
」
（
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
『
東
西
南
北
』
二
〇
〇
七

年
）
。

（
９
）
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

。
147

（

）
『
県
政
展
望
』
四
九
号(

一
九
五
三
年
、
行
政
資
料

知
公
７)

。

10

50

（

）
山
口
県
文
書
館
編
『
山
口
県
政
史
』
下
（
一
九
七
一
年
）
七
二

11七
―
七
三
一
頁
、
お
よ
び
木
村
健
二
「
引
揚
者
援
護
事
業
の
推
移
」

（
『
年
報
日
本
現
代
史
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（

）
『
山
口
県
開
拓

周
年
記
念
大
会
』(

一
九
六
六
年
、
行
政
資
料

12

20

団
体

)

三
七
頁
。
な
お
、
開
拓
農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
県

60

803

は
そ
の
特
殊
性
か
ら
、
設
立
・
指
導
を
開
拓
課
で
行
い
、
開
拓
地
個

個
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
行
う
非
出
資
組
合
で
設
立
す
る
方
針
と

し
た
（
『
山
口
県
政
史
』
下
〈
前
掲
註
（

)

〉
七
三
三
頁
）
。

11

（

）
河
野
三
男
『
千
石
台
の
想
い
で
』
（
一
九
八
一
年
）
。

13
（

）
『
防
長
新
聞
』
昭
和
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日
付
「
開
拓
地
な

14ど
に
最
適
農
家
の
副
業
に

ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
」
に
よ
れ
ば
、
阿

武
郡
内
で
の
試
作
以
前
に
徳
山
市
仙
島
・
黒
髪
島
で
ア
メ
リ
カ
ア
リ

タ
草
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

昭
和
二
十
六
年
度
に
大
和
開
拓
農
協
（
徳
山
市
大
島
）
が
ア
メ
リ
カ

ア
リ
タ
草
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
武
田
薬
品
光
工
場
と

の
契
約
栽
培
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
開
拓
と
営
農
」
県
庁
戦

後
Ａ
農
林
部

）
。

750

（

）

｢

ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
耕
作
に
つ
い
て
御
願｣

（
昭
和
二
十
八

15年
二
月
十
一
日
、
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
同
一
町
村
内
で
三
町
歩
以
上
ま
と
め
て
採
油
機
（
一
五
万
円
）

16を
設
置
し
て
栽
培
す
る
の
が
「
建
前
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「
農
山

漁
村
新
生
運
動
欄

開
拓
地
な
ど
に
向
く
有
利
な
薬
草
の
栽
培
」『
防

長
新
聞
』
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日
付
）
。

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
七



（

）
昭
和
二
年
に
日
本
新
薬
が
国
産
化
に
成
功
し
た
。
昭
和
十
年
頃

17か
ら
一
〇
〇
町
歩
程
度
の
国
内
栽
培
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
急
速
に
栽

培
が
進
み
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
二
五
七
六
町
歩
に
及
ん
だ
。
主
産

地
は
北
海
道
で
あ
っ
た
。

（

）
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、
前
後
に
綴
じ
ら
れ
た
文
書
か
ら
昭
和

18二
十
八
年
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
（
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
「
農
事
放
送
」
昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
放
送
分
「
薬
草

19の
話
」
（
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
『
防
長
新
聞
』
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
付
「
有
田
草

20本
県
で
試
験
栽
培
」
。

（

）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
会
社
更
生
法
関
係
決
定
通
達
回
答

21集
（
民
事
裁
判
資
料
五
〇
号
）
』
一
九
五
五
年
。

(
)

県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

。

22

147

（

）
「
開
拓
地
巡
回
診
療
調
査
関
係
綴
」
（
県
庁
戦
後
Ａ
農
林
部

）
。

23

712

（

）
『
朝
日
新
聞
』
（
夕
刊
）
昭
和
二
十
八
年
三
月
九
日
付
「
駆
虫
薬

24の
自
給
農
村
の
一
石
二
鳥
」
。

（

）
昭
和
二
十
八
年
三
月
十
五
日
付
の
阿
武
薬
草
栽
培
組
合
長
か
ら

25山
口
県
知
事
宛
文
書
（
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
九
日
付
の
県
薬
務
課
か
ら
住
友
化
学
工

26業
株
式
会
社
宛
文
書
（
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
山
口
県
農
村
振
興
対
策
審
議
会
「
山
口
県
農
村
新
生
運
動
実
施

27資
料｣

(

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
、
行
政
資
料

経
済
１)

。
改
良
便

50

所
と
は
、
糞
便
の
腐
熟
に
よ
る
虫
卵
の
死
滅
を
図
る
た
め
複
数
の
糞

便
貯
留
槽
が
備
え
付
け
ら
れ
た
便
所
で
あ
る
。

（

）
「
貴
村
新
生
計
画
に
対
す
る
助
言
勧
告
」
（｢

市
町
村
新
生
計
画

28に
対
す
る
助
言
綴｣

県
庁
戦
後
Ａ
農
林
部

）
。

145

（

）
山
梨
県
衛
生
民
生
部
か
ら
の
照
会｢

寄
生
虫
病
予
防
事
業
の
運

29営
に
つ
い
て｣

に
対
す
る
山
口
県
の
回
答
（｢

寄
生
虫
一
件
綴｣

県
庁

戦
後
Ａ
衛
生
部

)

。

98

（

）
国
井
長
次
郎
『
ハ
ラ
の
虫
奮
戦
記
』(

国
井
長
次
郎
著
作
集
第

30一
巻
、
土
筆
社
、
一
九
八
九
年
）
三
七
頁
。

（

）
森
下
薫｢

蛔
虫
の
疫
学
及
び
予
防
の
基
礎
的
研
究｣

（
森
下
薫
・

31小
宮
義
孝
・
松
林
久
吉
編
『
日
本
に
お
け
る
寄
生
虫
学
の
研
究
』
第

４
巻
、
目
黒
寄
生
虫
館
、
一
九
六
四
年
）
六
七
頁
。

（

）
石
崎
達
・
小
宮
義
孝｢

鉤
虫
の
駆
虫｣

（
森
下
薫
・
小
宮
義
孝
・

32松
林
久
吉
編
『
日
本
に
お
け
る
寄
生
虫
学
の
研
究
』
第
３
巻
、
目
黒

寄
生
虫
館
、
一
九
六
三
年
）
四
一
三
頁
。

（

）
香
川
県
薬
業
史
編
集
委
員
会
編
『
香
川
県
薬
業
史
』
（
香
川
県

33薬
業
連
合
会
、
一
九
七
八
年
）
三
七
一
頁
。

（

）
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

。

34

147

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
八



（

）
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
六
日
付
の
豊
浦
地
方
事
務
所
長
か
ら
山

35口
県
衛
生
部
長
宛
文
書
「
係
員
派
遣
申
請
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
ア

メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
栽
培
に
つ
い
て
」
（
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

）
。

147

（

）
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
を
栽
培
し
て
い
た
山
口
県
内
農
家
か
ら
、

36栽
培
畑
に
隣
接
す
る
水
田
は
猪
の
食
害
を
受
け
な
か
っ
た
旨
の
報
告

が
県
に
対
し
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
猪
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
を
目
的
に
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
草
の
栽
培
を
検
討
し
た
熊
本
県
は
、

「
相
当
面
積
栽
培
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
る
」
山
口
県
に
対
し
、
栽
培

の
実
状
や
種
子
の
価
格
な
ど
を
文
書
に
よ
り
照
会
し
て
い
る
（
昭
和

二
十
九
年
三
月
三
日
付
の
熊
本
県
経
済
部
か
ら
山
口
県
経
済
部
宛
文

書
〈
県
庁
戦
後
Ａ
衛
生
部

〉
）
。

147

（

）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
会
社
更
生
法
関
係
決
定
通
達
回
答

37集
（
民
事
裁
判
資
料
五
〇
号
）
』
一
九
五
五
年
。

（

）
『
千
石
台
の
想
い
で
』
〈
前
掲
註
（

）
〉
一
九
頁
。

38

13

（

）
静
岡
県
開
拓
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
編
『
静
岡
県
戦
後
開

39拓
史
』
（
一
九
八
一
年
）
四
一
五
頁
。

（

）
農
林
省
大
臣
官
房
弘
報
課
『
農
林
時
報
』

(

７)

〈
一
九
五
四

40

13

年
七
月
〉
、
お
よ
び
団
野
信
夫
編
『
め
ざ
め
る
村
々
』
（
新
評
論
社
、

一
九
五
五
年
）
一
〇
五
頁
。

（

）
森
武
麿｢

戦
後
開
拓
と
満
洲
移
民
―
那
須
千
振
開
拓
組
合
を
事

41

例
と
し
て｣

（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
論
集
『
歴
史
と

民
俗
』

、
二
〇
一
九
年
）
、
根
岸
秀
行
・
鈴
木
岩
行｢

戦
後
岐
阜
の

35

引
揚
者
集
団
に
お
け
る
住
宅
開
発
―
ヤ
ミ
市
か
ら
産
業
集
積
へ
の
一

過
程
―｣

（
富
山
大
学
『
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
第
一
〇
巻
第
二

号
、
二
〇
一
六
年
）
、
木
村
健
二
「
日
本
帝
国
圏
へ
の
移
民
と
引
揚

後
の
動
向
―
愛
媛
県
東
宇
和
郡
旧
Ｕ
村
を
事
例
と
し
て
」
（
今
泉
裕

美
子
・
柳
沢
遊
・
木
村
健
二
編
『
日
本
帝
国
崩
壊
期｢

引
揚
げ｣

の
比

較
研
究
―
国
際
関
係
と
地
域
の
視
点
か
ら
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二

〇
一
六
年
）
。

山
口
県
の
戦
後
開
拓
地
に
お
け
る
薬
草
栽
培
　（
真
木
）

一
九


